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残すに値する未来
　会長就任の挨拶で少し触れさせていだきました本クラブ
の中長期戦略について、この場をお借りして口を開かせてい
ただきます。
（紙幅の都合上、要点のみ記します）
　我が大分1985ＲＣは、現在会員数22名と大分第４Ｇｒの
中では最も会員数の少ないクラブです。では、その少人数ク
ラブが今後も存続し続けるにはどうすればよいか？
　それは、『○○奉仕と言えば大分1985ＲＣ』と言われるほ
どの突出した付加価値を生み出すしかありません。
　そこで、本クラブが得意とし、今までも継続してきた青少
年奉仕活動を更に広げていく必要があると考えています。
　前年度、地区補助金を活用して実施された青少年奉仕活
動に関しては、対象者のプライバシー等の問題があり対外的
にはこの活動はＰＲできませんが、子供たちのその楽しそう
に笑う姿を私達会員の奉仕に対する拠り所として今後も継続
できることを願っています。
　さて、ここからは本クラブの中長期戦略の土台として二つ
の提案を掻い摘んで申し上げます。
●一つ目に、ＲＣＣの結成
　ＲＣＣとは日本語で、ロータリー地域社会共同隊といい、
ロータリークラブがスポンサーとなり、ロータリアン以外の人
たちが自分たちで計画した（青少年）奉仕活動を通じて、地
域に貢献している団体との共同体を言います。
●二つ目に、インターアクトクラブの提唱
　インターアクトクラブとは、ロータリークラブに提唱された
12歳から18歳までの青少年または高校生のための社会奉仕
クラブで、奉仕の精神と国際理解と親善の推進を目的として
発足されます。
　以上二つの青少年奉仕活動を軸に、公共イメージ戦略とし
て各メディアに対しプレスリリースを積極的にしていくことが
重要となります。
　これは青少年奉仕に興味を持っている方への大きなアピ
ールとなり、会員増強への弾みにもなっていくでしょう。
　簡単な説明となりましたが、前記三つの活動を主軸に今後
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の中長期戦略を推し進めていきたいと懐抱しています。
　子供はこの国の宝です。子供たちの笑顔なくしてこの国に明
るい未来はありません。
　先人から受け継いできたこの世界を、現在は私たちが担っ
ています。が、それも長くてあと20年～30年程度でしょう。
　次世代を生きる子供たちにいま私たちができることは、教え、

語り合い、耳を傾け、認め、信頼し、任せてやることです。
　コロナ禍によって全世界が未来を見失っている今だから
こそ、私達はロータリアンとして、ロータリアンらしく、明るく、
ワクワクしながら、『残すに値する未来』を創造していこう
ではありませんか。
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ゲ ス ト ：和田　正敏ガバナー補佐（大分臨海RC）
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★和田　正敏ガバナー補佐（１口）
今年度、大分第四グループのガバナー補佐になりました当
番クラブの大分臨海ロータリークラブ和田正敏と申しま
す。一年間どうぞ宜しくお願いいたします。
★髙野　太会長（１口）
ネームバッチ無くしました、ゴメンナサイ！　例会後、無
事に見つかりました！！
★橋本亜紀子会員（１口）
先週、会長お疲れ様の品を頂きました。大変恐縮します。
ありがとうございました。お礼に一口させて頂きます。
★髙橋道成会員会員（１口）
先週、幹事の退任の祝いをして頂き感謝として1口させて
いただきます。ありがとうございました。

和田正敏ガバナー補佐ご挨拶　利光勇一郎会員の卓話〈卓話の時間〉 （7月13日）

〈和田正敏ガバナー補佐　ご挨拶〉

今年度大分第4グループのガバナー補佐になりました和田正敏です。
大分臨海RCは、来年50周年を迎えます！ 
硯川ガバナーの繋がるという言葉のもと、私もこの一年お手伝いを
させていただきます。
どうぞ宜しくお願いいたします。

〈利光　勇一郎会員の卓話〉

利光　勇一郎　昭和47年7月生まれ、今月が誕生日です。
子供は、娘・息子・娘の3人です。
趣味は、昔は子育てでしたが、だんだん大きくなると相手にされなくなり、今はバイクや車・パソコンが趣味です。
高校卒業後、専門学校に進みコンピューターの資格とり、卒業後大手の情報システム部に所属しておりました。
3年間、全国を転々としていましたが、実家が自営業だったこともあり、実家へ戻り仕事を継ぐこととなりました。
戻ってきた当初は、以前の仕事とのギャップや未練もありました。しかし現在の仕事は、お客様の顔を直に見るこ
とができ、その上で学ぶことも多くやりがい感じています。
現在では、電気や防犯等の仕事も手掛けています。
ロータリーへの入会も当初は、父の代わり場違いだとも思っていましたが、皆さんより暖かく迎えていただき、そ
してとてもよくしていただき、最近では、今後も皆さんと楽しく続けていけたらと思っています。
こちらも一生懸命頑張っていこうと思っていますので、今後も宜しくお願いいたします。
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